
１　難聴・言語障害通級指導教室利用児童の教育支援プランＡ（個別の教育支援計画）の例　
教育支援プランＡ（個別の教育支援計画）
	ふりがな
	
	性　別
	生年月日
	取扱注意

	本人氏名
	〇〇　　〇〇
	女
	平成　〇年　〇月　〇日
	

	ふりがな
	
	住　所
	〇〇市○○町　１－２－３

	保護者氏名
	〇〇　　〇〇
	ＴＥＬ
	○○○－○○○－○○○○

	対象期間
	平成〇〇年〇月〇日から平成〇年〇月〇日まで３年間

	作成年度
	学　校　名
	校長名
	学部・学年・組
	記入者名

	１
	平成〇〇年
	〇〇立〇〇小学校
	〇〇　〇〇
	１年 〇組
	〇〇〇〇

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	特別な教育的
ニーズ
	（対象児は現在）①カ行・ガ行音とその拗音がタ行・ダ行音に置き換わっている。
②サ行・ザ行音とその拗音がタ行・ダ行音に置き換わっている。
③発音の自信のなさから発表等を避けることが多い（声が小さい）
（という状況がある。従って中長期的な視点から）
①正誤の弁別，修正ができるようにする。
②正しい構音を認め，自信をつける。
（配慮事項）・スモールステップで称賛する機会を増やす。
・在籍学級担任との連携を密にし，共通理解に基づき支援する。
・保護者も同席して指導を実施し，共通理解を図る。
・長期的にはグループ学習等で自信を積み上げるようにする。

	（　追　加　）
	

	本人・保護者の
願　　　　　い
	在籍学級で自信をもって話せるようになってほしい。


	合理的配慮の
実施内容
	音読等，発表の際にはあらかじめ自分でどこを読むか選び，自己決定をし，準備ができるようにしたい。

	（　追　加　）
	

	教育機関の支援
	
	目標・機関名
	支　援　内　容
	評　価

	
	所属校
	（長期的に考え）正しい構音を習得する。
自信をもって進んで会話ができるようになる。
	・本人の特性を理解する。
・本人の特性にあった課題の配慮
　をする。
	個々の支援内容についての評価を踏まえ，特徴的な事柄を記入。


	
	（ 追加 ）
	
	
	

	
	就学支援委員会の助言内容
	○○市教育委員会
	通級指導教室で週に１時間程度，正しい構音を学び，日常の会話に生かせるようにする。
（平成〇〇年〇月から通級指導教室を利用）
	

	
	（ 追加 ）
	
	
	

	
	支援籍，交流及び共同学習
	
	
	

	
	（ 追加 ）
	
	
	

	関係機関の支援
	
	機　関　名
	支　援　内　容

	
	医療・保健
	○○市発達支援
センター
	就学前から，入学に向けて，身辺自立等のトレーニングをしていた。

	
	（ 追加 ）
	
	

	
	福祉・労働
	
	

	
	（ 追加 ）
	
	

	
	家庭・地域
	学童保育
	学童保育に週５日通っている。

	
	（ 追加 ）
	
	

	本人のプロフィール
	障害の状況
	カ行・ガ行音とその拗音がタ行・ダ行音に置き換わっている。
サ行・ザ行音とその拗音がタ行・ダ行音に置き換わっている。
発音の自信のなさから発表等を避けることが多い（声が小さい）

	
	これまでの支援内容
	生育歴
療育歴
教育歴
	家庭では弟と元気に話をしているが，人前で話すのを入学時から嫌がっており，声が小さかった。体も小さかったため，発育の遅れを心配し，発達支援センターにも幼稚園の年長から通っていた。

	
	
	相談歴
諸検査
	母親が発達支援センターの面談で発音のことを言われたため，学校に相談した。


	
	
	その他
	


（注）療育手帳　Ⓐ　の記号については，［挿入］→［記号と特殊文字］で表示される。

２　難聴・言語障害通級指導教室利用児童の教育支援プランＢ（個別の指導計画）の例
教育支援プランＢ（個別の指導計画）
	本人氏名
	〇〇　〇〇
	学 校 名
	〇〇市立〇〇小学校
	取扱注意

	学部・学年・組
	１年〇組
	記入者名
	〇〇〇○
	

	指導方針
	現在　本児は
①カ行・ガ行音とその拗音がタ行・ダ行音に置き換わっている。
②サ行・ザ行音とその拗音がタ行・ダ行音に置き換わっている。
③発音の自信のなさから発表等を避けることが多い（声が小さい）。
従って
①通級で学んだこと生かし，弁別，修正ができるようにする。
②正しい構音を認め，自信をつける。
（配慮事項）
・スモールステップで称賛する機会を増やす。
・通級指導教室担当教師との連携を密にし，共通理解に基づき支援する。
・保護者も同席して指導を実施し，共通理解を図る。
・長期的にはグループ学習等で自信を積み上げるようにする。ことで自信をもたせ，書くことや集団への参加に対する意欲が出るように指導する。

	（　追加　）
	

	指　導　に　結　び　つ　く　実　態

	１　健康の保持
 （日常生活面，健康面など）

	行動はややゆっくりではあるが，周りをよく見て行動することができる。
体も健康で身辺自立はできている。

	（　追加　）
	

	２　心理的な安定
 （情緒面，状況の理解など）

	周りの様子を見て行動することができる。
人前で発表しなくてはならない時は，不安で行動が落ち着かなくなる。自席から動かないこともある。

	（　追加　）
	

	３　人間関係の形成
（人とのかかわり，集団への参加など）
	男子には発音のことをからかわれるのが嫌であることから，あまり接しようとしない。
話し合い活動はほとんど発言しない。
発音等の関係のない鬼ごっこ等は積極的に参加している。

	（　追加　）
	

	４　環境の把握
 （感覚の活用，認知面，学習面など）

	自分から進んで話すことはないが，活動には落ち着いて参加している。
絵が得意で，気持ちを絵に描いて表すこともある。

	（　追加　）
	

	５　身体の動き
 （運動・動作，作業面など）
	おとなしいが，運動はよくできる。作業も丁寧に取り組む。

	（　追加　）
	

	６　コミュニケーション
 （意思の伝達，言語の形成など）

	発音に自信がないため，自分から話しかけることはあまりない。
仲の良い児童には，小さな声だが自分の思いを伝えるようにしている。

	（　追加　）
	

	７　その他
（性格，行動特徴，興味関心など）
	家ではゲームをして過ごすことが多く，あまり会話はしない。
教室や学童でも，仲の良い児童以外とはあまり会話をしない。
動物が好きで，休み時間はよくウサギを見ている。

	（　追加　）
	

	教科・領域等
	学習課題・目標
	指導内容・方法・手だて
	評　価

	健康の保持
（障害の状態の理解等）
	自分の発音の苦手さを適切に認識し，今後の練習の意欲の向上につなげる。
	・通級で実施している自分の発音
　（舌）の位置や音を確認し，意識
　できるようにする。
	

	心理的な安定（障害の認識・受容）
	信頼関係を築き，自信をもって会話を楽しめるようにする。
	・楽しく会話することの良さを実感
　するとともに，苦手なことに取り
　組もうとしている努力について認
　める。
	

	環境の把握
（聴覚的弁別能力の改善）
	自分の発音の正誤弁別，修正ができるようにする。
	・発音した音を文字で示したり，文字を音で表したり，正しい音を聞かせたりする。
・タブレット端末等で録画をし，自分の発生の様子を振り返る。
・正誤の判定を○×で判定するゲームをするなどして楽しく取り組めるようにする。
	

	身体の動き
（発声発語器官の機能向上）
	口の形に気を付け，大きい声が出るようにする。
	・舌の脱力，サ行，ザ行，カ行，ガ
　行等，舌の位置や動かし方を確認　
　しながら進める。
・大きい声の方が，舌の動きも分か
　りやすいことを実感させる。
	

	コミュニケーション（正しい構音の獲得の日常化）
	正しい構音操作を身につけ，会話で生かせるようにする。
	・単音，単音節，無意味音節，単語，短文と系統的に練習し，実態に応じて音読やスピーチ，日常会話まで安定を図る。
	

	その他
教科の補充等（国語）
	教科書の音読の練習をして自信をつける。
	・音読の発表等がある場合は予め練
　習し，自信をもって発表できるよ
　うにする。
	

	音楽
	自分のできる方法を自己決定して表現する。
	・本人が皆の前では発表できない場
　合は，予め録音しておいたものを
　流す。
	


３　発達障害・情緒障害通級指導教室児童の教育支援プランＡ（個別の教育支援計画）の例
教育支援プランＡ（個別の教育支援計画）
	ふりがな
	
	性　別
	生年月日
	取扱注意

	本人氏名
	〇〇　　〇〇
	男
	平成　〇年　〇月　〇日
	

	ふりがな
	
	住　所
	〇〇市○○町　１－２－３

	保護者氏名
	〇〇　　〇〇
	ＴＥＬ
	○○○－○○○－○○○○

	対象期間
	平成〇〇年〇月〇日から平成〇年〇月〇日まで３年間

	作成年度
	学　校　名
	校長名
	学部・学年・組
	記入者名

	１
	平成〇〇年
	〇〇立〇〇小学校
	〇〇　〇〇
	〇年 〇組
	〇〇〇〇

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	特別な教育的
ニーズ
	（対象児は現在）
①文字をマスの中に書いたり，正確に書いたりすることが難しい。
②自分の気持ちを言葉で表現することが難しい。
③周りを見て行動することが難しく，周りと違う行動をしてしまうことがある。
（という状況がある。従って中長期的な視点から）
①視知覚の能力や手指の巧緻性を高める。
②友達との関わり方や，自分の言葉で伝え合う経験を増やす。
③周りの状況等を見ることができるようにする。
（配慮事項）
・課題の取り組み方を見守りスモールステップで称賛する機会を増やす。
・在籍学級担任や保護者との連携を密にし，共通理解に基づき支援する。
・長期的にはグループ学習を生かし，人に伝わる話し方を積み上げるようにする。

	（　追　加　）
	

	本人・保護者の
願　　　　　い
	漢字や文字を正確に書けるようになってほしい。
周りの様子を見て行動できるようになってほしい。

	合理的配慮の
実施内容
	板書の書き取りが時間内に間に合わない場合はデジタルカメラで撮影し，手元に置いて書きとるようにしている。

	（　追　加　）
	

	教育機関の支援
	
	目標・機関名
	支　援　内　容
	評　価

	
	所属校
	（３年間を見据えて）
①周りの様子を見て，行動ができる。
②漢字を書くことができるようになる。
	・本人の特性を理解する。
・本人の特性に合った課題の配慮をする。
	個々の支援内容についての評価を踏まえ，特徴的な事柄を記入。


	
	（ 追加 ）
	
	
	

	
	就学支援委員会の助言内容
	○○市教育委員会
	・通級指導教室で週に１時間程
　度，主に書くことや，周りの状況
　を見ることのできるような学習が
　必要である。
（平成〇〇年から通級指導教室
　利用）
	

	
	（ 追加 ）
	
	
	

	
	支援籍，交流及び共同学習
	
	
	

	
	（ 追加 ）
	
	
	

	関係機関の支援
	
	機　関　名
	支　援　内　容

	
	医療・保健
	○〇病院　△△教室
	・週に１時間程度，読み書きのトレーニングをしている。

	
	（ 追加 ）
	
	

	
	福祉・労働
	
	

	
	（ 追加 ）
	
	

	
	家庭・地域
	スイミング
	・週に２回通っている。

	
	（ 追加 ）
	
	

	本人のプロフィール
	障害の状況
	書くことに関する困難さがある。また，手指の不器用さもある。
また，頭の中で伝えたいことをまとめることに苦手さがある。
周りの様子を見ることが苦手である。

	
	これまでの支援内容
	生育歴
療育歴
教育歴
	早生まれで体も小さいため，同年代の子よりも幼さがあることを気にかけていた。
喘息傾向があったため，スイミングを習い，発作は減った。（年１～２回程度）
入学前から○○病院の△△教室で作業療法を受けている。

	
	
	相談歴
諸検査
	通級による指導を希望する相談があった。（平成〇〇年〇月）
個別式知能検査の検査を実施（平成〇〇年１０月）　

	
	
	その他
	


（注）療育手帳　Ⓐ　の記号については，［挿入］→［記号と特殊文字］で表示される。
３　発達障害・情緒障害通級指導教室児童の教育支援プランＢ（個別の指導計画）の例
教育支援プランＢ（個別の指導計画・通級用）
	本人氏名
	〇〇　〇〇
	学 校 名
	〇〇市立〇〇小学校
	取扱注意

	学部・学年・組
	〇年〇組
	記入者名
	〇〇〇〇
	

	指導方針
	現在　本児は
・文字をマスの中に書いたり，正確に書いたりすることが難しい。
・自分の気持ちを言葉で表現することが難しい。
・周りを見て行動することが難しく，周りと違う行動をしてしまうことがある。
という状況がある。従って
・視知覚の能力や手指の巧緻性を高めるために，ビジョントレーニング等に在籍学級でも取り組む。
・友達との関わり方や，自分の言葉で伝え合う場を設定し，スモールステップで取り組む。
・手指の巧緻性を育むようなトレーニングを，パズルやＩＣＴ等を用いて取り組む。
ことで自信をもたせ，書くことや集団への参加に対する意欲が出るように指導する。

	（　追加　）
	

	指　導　に　結　び　つ　く　実　態

	１　健康の保持
 （日常生活面，健康面など）

	喘息の傾向があるため，季節の変わり目はやや体調が悪くなる。体育全般，ダンスやキャッチボールは苦手である。
身辺自立は出来ている。
着替え等も素早くできる。

	（　追加　）
	

	２　心理的な安定
 （情緒面，状況の理解など）

	周りの様子が読み取れず，違うことをしていたり，分からないでじっと立っていたりすることもある。
周りの友達に優しく接するため，慕われており，声を掛けてもらうことも多い。

	（　追加　）
	

	３　人間関係の形成
（人とのかかわり，集団への参加など）
	男女問わず，周りの友達と穏やかに過ごすことができる。
集団行動になるとペースについていけないこともある。

	（　追加　）
	

	４　環境の把握
 （感覚の活用，認知面，学習面など）

	目の動かし方に課題があり，物の動きを目で追ったり，周りの様子を俯瞰して見たりすることは苦手である。細かい作業も苦手である。
聞く力は高く，言葉かけをしたり説明をしたりすると理解することができる。音読等も耳から覚えていることが多い。

	（　追加　）
	

	５　身体の動き
 （運動・動作，作業面など）
	指先の動かし方にぎこちなさがある。
鉛筆を必要以上に力を入れて握っており，すぐに疲れてしまう傾向がある。

	（　追加　）
	

	６　コミュニケーション
 （意思の伝達，言語の形成など）

	穏やかに過ごしているが，自分の思いをまとめて伝えることは苦手である。
発音に問題はない。兄がいる影響で学年にしては難しい言葉も知っていることがある。

	（　追加　）
	

	７　その他
（性格，行動特徴，興味関心など）
	家では，公園で近所の子と鬼ごっこなどで遊んでいることが多い。異学年の子とも仲良く過ごすことができる。

	（　追加　）
	

	教科・領域等
	学習課題・目標
	指導内容・方法・手だて
	評　価

	学習面
・環境の把握

	決められた課題に対し最後まで取り組むことができる。

	・電子黒板等を用いて，自分の学年の漢字のトレーニングをする。
・在籍学級でもビジョントレーニングを行うことで，動きを目で追ったり，形を把握したりできるようにする。
・見本を近くに置きながら，ペグさし等で手指を動かすトレーニングをする。
	

	・社会性
　対人関係

	周りの状況をよく見て集団の活動に参加できる。
	・眼球を動かすトレーニングをする
ことで，周りの様子を見られるようにする。
・ソーシャルスキルトレーニングで集団ではどう行動したら良いのかを考えられるようにする。
	

	運動・作業

	丁寧に作業ができる。
	・パズルやドミノ等，細かな作業をしながら，指の動かし方を学ぶ。
	

	言語コミュニケーション

	自分の思いを言葉で伝えることができる。
	・自分の考えを伝える前にまとめ，組み立てる練習をすることで，相手に分かりやすい伝え方について考える。
	

	その他　
教科等
	国語
	（以下，略）
	

	
	算数
	
	

	
	図画工作
	
	

	
	音楽
	
	

	　　　　　　
	体育
	
	

	　　
	道徳科
	
	

	
	総合的な学習の時間
	
	


在籍学級でのＡ・Ｂプランは在籍学級担任が作成





※１，２年目で達成した（退級）した場合も引き継げるようにする。





在籍学級担任が作成





在籍学級担任が作成





※１，２年目で達成した（退級）した場合も引き継げるようにする。





在籍学級担任が作成








